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 私は地球電磁気学講座の出身で、指導教官は前田坦先生でした。1981 年に、理学

研究科附属地磁気世界資料解析センター(地磁気センター)の助手として採用して

いただいて以来、途中の 2 年間 NASA/GSFC に行かせていただいた以外、約 35 年間

ずっと理学研究科でお世話になりました。地磁気センターは、ICSU 傘下の World 

Data Center for Geomagnetism (地磁気世界資料センター)として世界中の地磁気

観測データを収集・加工・データベース化して、全世界の利用者にサービスするた

め、文科省により 1977 年 4 月に理学研究科付属施設として設置された組織で、そ

れ故、データサービスが第一の任務です。しかし、理学研究科附属の教育・実験施

設として、研究と教育の任務もあります。前田先生からは、時間の半分程度をデー

タサービスに使ってくれれば、あとは何を研究しても構いませんよと最初に言って

いただき、十分な研究時間を確保することができました。おかげで、地磁気に関す

る様々なことに手を出すことができました。ここでは、客観的な学術的意義はとも

かく、私自身が、「これはおもしろい！」、「やった!」と思った結果について振

り返り、紹介させていただきます。 

 

 リストにしますと、下記の 5件が喜びの記憶として鮮明に思い出されます。 

(1) 線形予測理論の地磁気指数への応用 (1979) 

(2) 巨大振幅 Pc1 地磁気脈動の検出 (1989) 

(3) サブストームの発生で磁気嵐が減衰 (1996)     

(4) スマトラ地震による地磁気脈動の発見 (2005) 

(5) 磁気リップル現象の確認 (2015) 

 

(1)の線形予測理論の地磁気指数への応用は、当時京都産業大学の教授をされてい

た故・井上雄二先生の集中講義からヒントを得たもので、宇宙天気予報の情報理論

に基づく予測のはしりのようなことでした。NASA の太陽風のデータブックからせっ

せとパンチカードに入力し、Dst 指数や AE 指数のデータから、それらの間のインパ

ルス応答関数を求め、太陽風から地磁気指数をある程度再現(予測)することができ

たときは、大変うれしく思いました。［論文 1,2］ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(2)の巨大振幅 Pc1 地磁気脈動の検出は地上で観測される Pc1 型地磁気脈動が、宇

宙空間で磁気圏から電離圏に入射してきている領域では、振幅が 2 桁、あるいは 3

桁も大きいことを見つけたもので、非常に驚きました。これは、NASA/GSFC に滞在

中、DE-2 衛星のラングミュアプローブ責任者 L.Brace が、電子温度の上昇でプラズ

マポーズの位置がわかるという話をしていたことにヒントを得たものです。ちなみ

に私は、杉浦正久先生の下で、DE-1 衛星の磁力計の in-flight calibration を行っ

ていました。［論文 3, 4］ 

 

(3)のサブストームの発生で磁気嵐(Dst 指数)が減衰することは、地磁気 Dst 指数

(毎時値)の高時間分解能(毎分値)版作成の試みと、極域電流を中緯度の磁場変動で

モニターできるかもしれないという思いつきで始めた中緯度ASY/SYM指数算出で気

がつきました。サブストームの発生で磁気嵐(Dst 指数)が減衰することは、当時の

常識、すなわち、磁気嵐はサブストームが頻繁に発生するために発達することを否

定する内容だったため、論文が受理されるまで、また、受理をされたあともコメン

トが出たりして難航しましたが、G.L.Siscoe や V.M.Vasyliunas らの理論家がこの

結果を基に論文を書き、援護射撃をしてくれたことはたいへんありがたく思いまし

た。［論文 5］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



(4)のスマトラ地震による地磁気脈動の発見は、21 世紀 COE 予算で、地磁気観測所

のないタイで地磁気観測をしてみようと始めた矢先に発生したスマトラ地震の際、

その直後に低緯度としては奇妙な Pc5 型地磁気脈動が観測されたことから、地表と

熱圏との間の音波共鳴現象が、電離層に電流を流す可能性について思いついたもの

です。パワースペクトルの周期が、理論的に予測されている共鳴周期と極めてよく

一致すること、また、防災研から 21 世紀 COE に参加されていた Jim Mori 先生から、

ピナツボ火山噴火に伴う音波共鳴の論文を紹介していただき、そのような解釈に自

信を持つことができました。［論文 6］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(5)の磁気リップル現象の確認は、下層大気から伝搬した短周期の大気波動が電離

層に電流を流し、それが発散して中低緯度に微細な沿磁力線電流構造を作っている

と大学院学生の研究から私たちは確信していましたが、大抵の研究者は地磁気脈動

の時間変化に違いないと疑っていました。低高度精密磁場観測衛星(Swarm)で測定

された磁場変動を解析することにより、磁気圏から伝搬してきた地磁気脈動の時間

変化ではなく、確かに沿磁力線電流の空間構造であることを確認したことで決着を

付けることができました。磁気リップル現象という名前は、生成メカニズムも念頭



において学生と共に私たちが付けた名前で、今後一般的に使われることを期待して

います。［論文 7,8,9］ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

約 10 年に一度の「興奮」と「喜び」というのは、他の研究者の方達と比べて多い

のか少ないのかわかりませんが、以上のような驚きと満足を得られたことを振り返

ってみて気がついたことは、これらが、地磁気センターの職員として、データサー

ビスを行ってきたことと深く結びついていること、また、セミナーや教育を通して、

様々な地球物理学分野の知識・情報を得られる環境にあったことです。その点で、

京都大学の地球物理学の歴史と分野の広さ、研究者の層の厚さを実感すると共に、

データサービスを行うこと、教育を行うことは、単に人の為だけではなく、自分自

身のためであることを再認識しました。 

このようなすばらしい環境で 35 年間あまり働かせていただき、研究上の感動を

何度も味わわせていただくことができたことに深く感謝いたします。 
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